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日本史分野　　　　　　　　　　　　日本史分野は、古代史・中世史・近世史・近現代史にわかれています。おおむね平          

　　　　　　　　　　　　安時代までを古代、鎌倉～戦国時代までを中世、織豊～江戸時代までを近世、明治

時代以降を近現代と時代区分し、各時代に一人ずつ専任教員が置かれ、授業を担当しています。

　本分野では、古文書（当時の公文書や手紙）や古記録（日記や諸記録類）、国内外の新聞などの資料を通して、

歴史を見る目を養っていきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　  中村 順昭　

　　　　　　　　　  日本の古代史、奈良・平安時代といわれる時

　　　　　　　　　  期を研究しています。特に正倉院文書や平城

　　　　　　　　　  京をはじめ、全国各地から出土する木簡など

　　　　　　　　　  を素材にして、律令という法律に規定された

 　　　　　　　　　 古代の政治の仕組みと社会のあり方を考えて

　　　　　　　　　  いきます。

日本古代史 教授 　　　　　　　　　　　　　　　　　  上保 國良　

　　　　　　　　　  日本近世史専攻で、講義科目では、「歴史学」・

　　　　　　　　　  「日本史料研究」・「日本史概説」などを担当し

　　　　　　　　　  ています。日本生活文化史学会に属し、江戸

　　　　　　　　　  市井の流行事や和菓子の歴史、そして、「小京

　　　　　　　　　   都」・「小江戸」などにも興味を持ち、日々歴

　　　　　　　　　   史散策をしています。

日本近世史 教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　   関　幸彦　　

　　　　　　　 　      人間と時代の相互のかかわりを、中世に射程をすえ考え
　　　　　　　　　　　　ます。10c ～ 15c の政治史や制度史、あるいは思想史も

　　　　　　　　　　　　視野にいれ勉強してゆきます。平安・鎌倉・室町の各時

　　　　　　　　　　　　代は内乱と戦争の時代でもありました。日本という国の

　　　　　　　　　　　　歴史的原形質のつくられ方を皆さんと一緒に考えてゆこ

　　　　　　　　　　　　うと思います。伝説・伝承など文学的世界も対象です。

日本中世史 教授 　　　　　　　　　　　　　　　　　  古川 隆久　

　　　　　　　　　  専攻は日本近現代史で、政治や、政治と文化
　　　　　　　　　  の関係などについて昭和史を中心に研究して

　　　　　　　　　  います。歴史は人類の知恵の宝庫です。意欲

　　　　　　　　　  を持って取り組めば、得られることは少なく

  　　　　　　　　　ありません。ぜひ一緒に学びましょう。

日本近現代史 教授

注） 平成 23 年 4月 1日現在の史学科専任教職員です。

ゼミナール分野紹介

東洋史分野　　　　　　　　　　　　東洋史分野は、主に西アジア・イスラーム史、西アジアを除く前近代アジア史、東

　　　　　　　　　　　　アジア近現代史にわかれ、3名の専任教員が担当しています。全アジアを対象にし

た授業となっており、視点は中国大陸だけにとどまっていません。東洋史、主に中国史を学ぶ上で漢文や中国

語文献の解読は必須です。漢文習得については、無理なく読解力をつけられるよう、初心者にも配慮されたプ

ログラムになっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 粕谷  元　

　　　　　　　　　専攻はトルコ近現代史で、トルコの近現代を主に

　　　　　　　　　  宗教と民族の面から研究しています。ゼミでは、

　　　　　　　　　  西南アジア史、イスラーム史を担当しています。

　　　　　　　　　  日本人があまり知らない世界の歴史ですが、それ

　　　　　　　　　  だけに学ぶことで世界認識が変わるような、知的

　　　　　　　　　  刺激に満ちた研究分野です。

西アジア・ｲｽﾗｰﾑ史 准教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　  松重 充浩　

　　　　　　　　  　まさしく「世界史」的な相互連関・相互変容の中で
　　　　　　　　　　   展開した東アジア（中国、朝鮮、モンゴル、東シ

　　　　　　　　　　   ベリア、等）の近現代史は、国際化時代の直中に

　　　　　　　　　　   ある今日、多くの大切な知見を提供してくれる研

　　　　　　　　　　   究分野です。皆さんと一緒に、この興味あふれる

　　　　　　　　　　   テーマを学べることを楽しみにしています。

東アジア近現代史教授　　　　　　　　　　　　　　　　　  加藤 直人　

　　　　　　　　 　私の本学科での担当は「東洋史」で、14 世紀
　　　　　　　　　 以後から 19 世紀までの中国、東北・北・中央

　　　　　　　　　 アジアの歴史を受け持っています。本学の 「東

　　　　　　　　　 洋史」は、イスラーム地域、インドなどの南

　　　　　　　　　 アジアや東南アジアを含む広大な地域をその

　　　　　　　　　 対象としています。

東・北・中央アジア史教授



西洋史分野　　　　　　　　　　　　  西洋史分野は、大きく前近代と近代にわかれ、３名の専任教員が担当しています。

　　　　　　　　　　　　  西洋史分野で扱う地域は、ヨーロッパ・アメリカが中心となりますが、方法によっ

ては他地域の研究も可能です。外国史の特色は、外国語を使って研究するという点でしょう。学びたい地域の

言語で書かれたものを使えば、研究は何倍にもふくらんでいきます。「文献研究」や「史料研究」やゼミナール

で外国史料・文献の読解力を養います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　  坂口　明　　

　　　　　　　　       西洋古代史、特に帝政期のローマ社会について研究して
　　　　　　　　　　　　います。歴史学のおもしろさは、残された材料（史料）

　　　　　　　　　　　　から過去の世界を自分で再構築するところにあり、その

　　　　　　　　　　　　ためには語学をはじめとする様々な能力が必要です。こ

　　　　　　　　　　　　れらの条件をクリアして、タイム・トリップに参加する

　　　　　　　　　　　　意欲のある人を歓迎します。

西洋古代史 教授 　　　　　　　　　　　　　　　　　  土屋 好古　

　　　　　　　　　  専門は近代ロシア史。ゼミでは中東欧近現代
　　　　　　　　　  史を学ぶ学生たちと一緒に勉強しています。

　　　　　　　　　  大学における勉学は、「自分の頭で考え、それ

　　　　　　　　　  を的確に表現する」力を養うことを目的とし

  　　　　　　　　　ています。高校生のうちに、多くの本を読ん

  　　　　　　　　　で読解し考える力を鍛えてください。

西洋近現代史 教授

考古学分野　　　　　　　　　　　　  　　　  考古学分野は、特殊な技術を
　　　　　　　　　　　　　　　    必要とします。文字資料を使
う史学とは異なり、土の中から出てきた土器や石器などを使って
研究するからです。文字に現れない生活の復元。これが考古学の
醍醐味ではないでしょうか。日本大学文理学部史学科では、主に
日本考古学・東アジア考古学を対象としていますが、特講科目に
は西アジア考古学を学ぶ授業も開講されています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　    山本 孝文　

　　　　　　　　　 日本・韓国・中国を中心とした東アジアの考
　　　　　　　　　 古学を専門としています。古代日本文化を理

　　　　　　　　　 解するためには、近隣地域の文化と当時の国

　　　　　　　　　 際交流に関する知識が必要です。

　　　　　　　　　 考古資料から躍動的な歴史を復元する面白さ

　　　　　　　　　 を体験して下さい。

東アジア考古学 准教授

　　　　　　 浜田 晋介
縄文時代・弥生時代・古墳時代について研究

しています。遺跡や出土品から、各時代の生

活や社会がどのようなものだったと推測でき

るのか。土器や石器などの資料に、歴史を語

らせるのは我々の仕事です。ぜひ一緒に考古

学を学びましょう。

日本考古学 教授

助教は、学生の履修に関する指導や、学生生活の相談
への対応などを行っています。受験生の方々のご相談
にも随時対応していますので、ご質問などがございま
したらお問い合わせください。
助手 Bは、研究室で様々な事務手続きをしています。

文化財分野　　　　　　　　　　　　  　  ゼミナールでは、日本史・
　　　　　　　　　　　　　    東洋史・西洋史・考古学の
4分野のほかに、歴史遺産である「文化財」を学ぶ分野が
設けられています。日本の文化財を対象に、その保存と活
用について専門知識の習得を目指しています。ゼミナール
以外では「文化財学１」「文化財学２」で文化財の在り方
などが講義されています。

　　　　　　　　 　　　　    大塚 英明
　　　　　　　　　  文化財学・歴史資料学について研究しています。文
　　　　　　　　　　  化財行政に長く関わっていました経験を活かして授

　　　　　　　　　　  業を進めたいと思っています。文化財は国民の共有

　　　　　　　　　　  財産でもあり、歴史資料は歴史を学ぶ上で不可欠の

　　　　　　　　　　  ものです。関心があり、意欲のある人と共に学び、

　　　　　　　　　　  語り合いたいと思っています。

文化財学 教授

研 究 室 助教 髙草木邦人（ルーマニア史）

助教 町田　祐一（日本近現代史）

助手 B 中村真奈美

助手 B 藤野　絵美

助手 B 大岡　涼子

助手 B 天野　頌子

　　　　　　　　　　　　　　　　　    森  ありさ
　　　　　　　　　 専門分野はアイルランド近現代史です。これまでは
　　　　　　　　　　 第一次世界大戦と前後する時期の独立運動を中心に

　　　　　　　　　　 研究を進めてきました。ゼミはブリテン諸島（イギ

　　　　　　　　　　 リス・アイルランド）やアメリカ、フランス史で卒

　　　　　　　　　　 業論文を作成する学生が多く、質問などが活発に飛

　　　　　　　　　　 び交う場になっています。

西洋近現代史 教授



必修科目は何？

研究分野はいつ決める？

外国語・発掘に自信
が持てない

就職は厳しい？

複数の免許・資格を
取得するのは可能？

１年次終了時に分野を決め、基礎実習（２年次）、ゼミナ

ール（３・４年次）を受講します。具体的なテーマは２

年次から３年次にかけて絞っていきます。

史学概論と歴史学入門ゼミナールです。それ以外は自

分の研究分野に合わせて選択できるように柔軟性を持

たせています。

教員免許、学芸員資格、司書・司書教諭資格を取得するためには、

史学科を卒業するために必要な単位の他に、免許・資格を得るため

に必要な授業を、いくつも受けなければなりません。ですので、努

力次第で複数の免許・資格を取得することは可能ですが、４年間で

あまり多くの免許資格を取得するのは困難です。

就職希望者の多くが一般企業に就職し、中には文化財

関係や教員など専門性を活かした職場に勤める人もい

ます。早めの就職活動がポイントです。

はじめから漢文や外国語をスラスラ読んだり、上手に

発掘できる人はいません。２年・３年・４年と段階を

踏んで実力を付けられます。

史学科を卒業する
には何単位必要？

4 年間で 124 単位の修得で卒業することができます。なお、124 単位のうち、史学科

専門科目に必要な単位数は 64 単位ですが、残りの 60 単位は総合教育科目、外国語科

目、健康・スポーツ教育科目、自由選択科目などから選択して満たすことになります。






